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去
る
１０
月
６
日
（
日
）
、
第
７
回
乙
金

東
区
運
動
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

今
年
の
会
場
は
中
学
校
の
都
合
に
よ
り
、

初
め
て
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行

な
う
こ
と
と
な
り
、
参
加
者
も
３
２
８
名

と
大
勢
の
方
々
の
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 ラ

ジ
オ
体
操
で
、
日
頃
堅
く
な
っ
た
身

体
を
ほ
ぐ
し
、
最
初
の
競
技
、
玉
入
れ
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
ド
リ
ブ
ル
合
戦
で
は
、
盛

大
な
応
援
の
中
、
足
が
も
つ
れ
て
転
ん
で

も
最
後
ま
で
頑
張
っ
て
競
技
を
貫
く
姿
が

印
象
的
で
し
た
。
元
気
い
っ
ぱ
い
の
プ
レ

ー
の
中
、
午
前
の
部
も
終
わ
り
と
な
り
、

お
待
ち
か
ね
の
昼
食
の
時
間
で
す
。 

久
し
ぶ
り
に
隣
組
の
人
達
と
お
弁
当
を

囲
み
な
が
ら
、
会
話
に
も
花
が
咲
き
、
和

や
か
な
時
間
が
過
ぎ
ま
し
た
。 

午
後
の
部
は
、
恒
例
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
長
、

隣
組
長
さ
ん
、
副
隣
組
長
さ
ん
出
番
で
す

よ
」
で
始
ま
り
、「
み
ん
な
で
輪
を
つ
く
ろ

う
」
で
競
技
を
無
事
終
わ
る
事
が
出
来
ま

し
た
。
そ
の
後
、
公
民
館
で
の
懇
親
会
も

和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
終
了
致
し
ま
し
た
。 

区
体
育
部
長
に
な
り
、
初
め
て
の
運
動

会
で
多
少
不
安
も
有
り
ま
し
た
が
、
皆
様

の
ご
協
力
に
よ
り
、
怪
我
も
な
く
無
事
に

終
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

ご
来
賓
の
方
々
、
準
備
か
ら
運
営
、
後

片
づ
け
ま
で
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
関

係
者
の
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

区
体
育
部
長 

川
迫 

義
昭 

■
平
成
２５
年
度
の
成
績 

☆
優
勝 

 

３
ブ
ロ
ッ
ク 

７６
点 

☆
準
優
勝 

１
ブ
ロ
ッ
ク 

５４
点 

☆
３
位 

 

２
ブ
ロ
ッ
ク 

４２
点 

          

                                

福
祉
部
会
よ
り 

「 

ミ
ニ
デ
イ
「
ミ
ニ
寄
り
合
い 

」 

秋
晴
れ
の
１０
月
１８
日
（
金
）「
ミ
ニ
寄

り
合
い
」
に
参
加
し
ま
し
た
。 

一
之

瀬 

智
子
先
生

の
軽
妙
洒

脱
な
ユ
ー

モ
ア
溢
れ

る
語
り
口

で
、
参
加
者

一
同
す
っ

か
り
リ
ラ

ッ
ク
ス
ム

ー
ド
で
す
。 

◎
ま
ず
は
誰
で
も
知
っ
て
い
る
懐
か
し
い 

音
楽
に
合
わ
せ
て
３
種
の
体
操
指
導
が
行

わ
れ
ま
し
た
。（
バ
ト
ン
体
操
・
パ
タ
カ
ラ

体
操
・
あ
い
う
べ
体
操
） 

◎
そ
し
て
、
次
に
唄
っ
た
秋
に
ふ
さ
わ
し

い
「
里
の
秋
］「
も
み
じ
」「
リ
ン
ゴ
の
唄
」

は
秋
空
に
高
ら
か
に
響
き
わ
た
っ
た
の
で

す
。 

◎
最
後
に
、
昨
年
も
聴
い
て
評
判
の
良
か

っ
た
珍
し
い
ヘ
ル
マ
ン
ハ
ー
プ
の
音
色
に

今
年
も
癒
さ
れ
た
楽
し
い
ひ
と
時
で
し
た
。 

参
加
者
よ
り 

  

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
よ
り 

 

 

・・・平
和
の
尊
さ
を
知
る
旅
へ
・・・ 

 

１０
月
７
日
（
月
）
～
８
日
（
火
）
シ
ニ

ア
ク
ラ
ブ
恒
例
の
秋
の
旅
行
を
、
少
し
遠

く
ま
で
足
を
伸
ば
し
て
、
長
崎
方
面
に
行

く
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。 

台
風
の
行
方
を
心
配
し
な
が
ら
、
一
路

目
的
地
を
目
指
し
な
が
ら
、
「
有
田
ポ
ー

セ
リ
ン
グ
パ
ー
ク
」
で
の
『
観
光
酒
造
で

の
、
試
飲
、
地
ビ
ー
ル
工
場
見
学
』
お
土

産
を
頂
戴
し
て
、
早
め
の
昼
食
を
取
り
、

長
崎
市
を
目
指
し
て
ゆ
き
ま
し
た
。 

原
爆
落
下
中
心
地
北
側
、
小
高
い
丘
に

あ
る
平
和
公
園
は
、
悲
惨
な

戦
争
を
二
度
と
繰
り
返
さ
な

い
と
い
う
誓
い
と
、
世
界
平

和
へ
の
願
を
込
め
て
作
ら
れ

た
公
園
で
す
。 

公
園
正
面
に
あ
る
「
平
和

の
和
泉
」
は
、
被
爆
者
た
ち

は
「
水
を
、
水
を
」
と
う
め

き
叫
び
な
が
ら
死
ん
で
行
き

ま
し
た
。
そ
の
痛
ま
し
い
霊

に
水
を
捧
げ
て
、
冥
福
を
祈

り
、
建
設
さ
れ
た
円
形
の
和

泉
で
、
正
面
に
は
、
被
爆
し
、

水
を
求
め
て
さ
ま
よ
っ
た
少

女
の
手
記
「
の
ど
か
乾
い
て

た
ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
水

に
は
油
の
よ
う
な
も
の
が
一

面
に
浮
い
て
い
ま
し
た
。
ど

う
し
て
も
水
が
欲
し
く
て
と
う
と
う
油
の
浮
い
た
ま
ま
の
み
ま

し
た
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
し
た
。 

原
爆
資
料
館
の
概
要
と
し
て
、
昭
和
２０
年
８
月
９
日
「
原
爆

に
よ
る
被
害
の
実
相
」、「
核
兵
器
の
な
い
世
界
を
目
指
し
て
」

な
ど
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、
資
料
、
写
真
、
解
説
パ
ネ
ル
な
ど

が
展
示
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

折
れ
曲
が
っ
た
工
場
の
鉄
骨
、
熱
線
に
よ
り
焼
け
た
橋
げ
た
、

原
爆
投
下
で
時
が
止
ま
っ
た
ま
ま
の
「
１１
時
２
分
の
時
計
」
な

ど
の
被
爆
資
料
を
見
学
し
ま
し
た
。 

原
子
爆
弾
の
悲
惨
さ
、
凄
惨
さ
を
今
さ
ら
な
が
ら
教
え
ら
れ

た
。
時
が
経
つ
の
も
忘
れ
て
パ
ネ
ル
等
を
読
み
、
見
学
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。 

長
崎
ス
カ
イ
ホ
テ
ル
は
、
稲
佐
山
に
あ
り
、
窓
か
ら
眺
め
る

長
崎
市
内
の
夜
景
は
、
日
本
三
大
夜
景
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
。

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
橋
や
建
物
が
見
え
、
す
ば
ら
し
い
夜
景

が
夜
遅
く
ま
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

宴
会
で
は
、
長
崎
名
物
の
卓
袱
料
理
、
仮
装
し
て
の
演
芸
等

で
、
す
ば
ら
し
い
舌
鼓
、
楽
し
い
３
時
間
が
過
ぎ
て
行
き
ま
し

た
。 今

回
は
、
台
風
と
言
う
自
然
に
負
け
ま
し
た
。
計
画
し
て
い

た
、
行
程
の
半
分
し
か
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
心
に
残
る
旅

行
で
し
た
。 

皆
さ
ん
い
か
が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 
 
 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
会
長 

鹿
児
嶋 

ト
シ
子 

※11 月は霜月(しもつき)とも言います。 「霜降月」の略が有力です。他に「食物月」(をしものつき)、「摺籾月」(すりもみづき)の略もあります。 

 

１１ 

第
７
回 

乙
金
東
区
運
動
会
を
終
え
て 
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子育て交流サロン「わかばっ子」 

毎月／第１木曜日開催 

10 時～12 時 

表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
若
手
の
会
） 

筑
紫
地
区
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会 

 

１０
月
１６
日
（
水
）、
筑
紫
地
区
安
全
安
心
ま
ち
づ
く
り
推
進
大
会 

（
於
・
ミ
リ
カ
ロ
ー
デ
ン
那
珂
川
）
が
行
な
わ
れ
、
乙
金
東
若
手
の
会
が 

推
進
協
議
会
長
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。 

若
手
の
会
は
、
活
動
を
始
め
て
１６
年
余
り
に
な
り
ま
す
。 

区
に
対
し
て
貢
献
で
き
る
も
の
が
な
い
か
と
考
え
、
平
成
１５
年
か
ら 

夏
休
み
の
７
、
８
月
の
最
終
土
曜
日
に
、
夜
９
時
か
ら
１
時
間
程
度
、 

パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
よ
う
に
な
り
継
続
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
毎
年
５
月
に
芋
の
苗
を
植
え
、
秋
に
は
収
穫
祭
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
か
ら
も
安
全
安
心
で
犯
罪
の
な
い
乙
金
東
で
あ
る
よ
う
に
貢
献
し
て
い
き
ま
す
。 

若
手
の
会
会
長 

鬼
倉 

弘
人 

今
後
の
主
な
行
事
予
定 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
２
日
（
土
） 

・
隣
組
長
会 

・
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
月
例
会 

 ■
平
成
２５
年
１１
月
７
日
（
木
） 

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
「

わ
か
ば
っ
子
」 

 ■
平
成
２５
年
１１
月
８
日
（
金
） 

・
ミ
ニ
デ
イ
「
し
の
の
め
会
」 

・
花
い
っ
ぱ
い
運
動 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
１０
日
（
日
） 

一
斉
清
掃 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
１５
日
（
金
） 

刃
物
研
ぎ 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
１７
日
（
日
） 

東
コ
ミ
文
化
祭 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
１８
日
（
月
） 

東
コ
ミ
番
茶
の
会 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
２１
日
（
木
） 

 
 

食
改
善
会
研
修 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
２２
日
（
金
） 

シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル 

 

■
平
成
２５
年
１１
月
２５
日
（
月
） 

足
元
気
教
室
（
最
終
回
） 

 

■
平
成
２５
年
１２
月
１
日
（
日
） 

運
営
委
員
会
（
１１
月
度
分
） 

 

■
平
成
２５
年
１２
月
７
日
（
土
） 

隣
組
長
会 

 

■
平
成
２５
年
１２
月
２２
日
（
日
） 

 
 

廃
品
回
収 

 

■
平
成
２５
年
１２
月
２３
日
（
月
・
祝
） 

・
餅
つ
き
大
会 

 
 

 
・
し
め
飾
り
作
り 

 

（
訂
正
）
１０
月
号
で
餅
つ
き
大
会
等

の
実
施
日
を
１５
日
と
お
知
ら
せ
致

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
都
合
に
よ
り

２３
日
に
変
更
と
な
り
ま
す
。 

   

日曜日 月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

1 2
隣組長会

シニアクラブ月例会

卓球大人 卓球小人

青色パトロール 文庫貸出日

3 4 5 6 7 8 9
休館日 わかばっ子 ミニデイ「しののめ会」 役員ＯＢ会定例会

花いっぱい運動
子ども会育成会定例会 卓球小人

卓球大人 文庫貸出日

10 11 12 13 14 15 16
一斉清掃 休館日 刃物研ぎ 卓球小人

卓球小人 卓球大人 文庫貸出日

17 18 19 20 21 22 23
休館日（第３） 休館日 食改善会研修 シニアクラブ防犯パトロール

東コミ文化祭 東コミ番茶の会 中学校地区委員会

卓球大人

24 25 26 27 28 29 30
休館日 幹事会

卓球小人

卓球小人 卓球大人 文庫貸出日

■一斉清掃は＝平成２５年１１月１０日 雨天の場合は平成２５年１２月１日に振替

公民館　　２５年11月行事予定

足元気教室
（最終回）

休館日
（文化の日）

休館日
（振替休日）

休館日
（勤労感謝の日）

子
育
て
交
流
サ
ロ
ン
「
わ
か
ば
っ
子
」 

１０
月
３
日
（
木
）「
出
前
講
座
」
を
開
催
し
ま
し

た
。
今
回
は
保
育
士
の
先
生
達
に
よ
る
絵
本
の
「
読

み
聞
か
せ
」
と
音
楽
で
す
。
お
子
さ
ん
達
は
真
剣

な
顔
で
お
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
又
、
音
楽
が

流
れ
る
と
手
を
大
き
く
振
り
、
満
面
の
笑
み
を
浮

か
べ
て
大
変
楽
し
そ
う
で
し
た
。
新
聞
紙
を
手
で

小
さ
く
切
り
、
そ
れ
を
頭
上
か
ら
花
び
ら
の
よ
う

に
散
ら
し
、
最
後
は
ス
タ
ッ
フ
も
一
緒
に
輪
に
な

っ
て
遊
ん
で
楽
し
い
一
時
を
過
ご
す
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
若
葉
会 

当
番 

河
津 

幸
枝 

 

           

※
場
所
＝
乙
金
東
公
民
館 

お
気
軽
に
遊
び
に
来
て
下
さ
い
。 

お
待
ち
致
し
て
お
り
ま
す
。 

               

第
１０
回
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
れ
く
ス
ポ
開
催 

１０
月
１４
日
（
月
・
祝
）
、
晴
天
の
中
、

東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
れ
く
ス

ポ
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

実
行
副
委
員
長
の
中
澤
氏
の
開
会
宣
言
、

主
催
者
挨
拶
、
来
賓
挨
拶
と
特
別
演
奏
の

大
野
東
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
開
会

し
ま
し
た
。 

参
加
選
手
は
各
会
場
に
分
か
れ
、
乙
金

東
区
は
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
ユ
ニ
カ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
に
出
場
し
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
体
験
コ
ー
ナ

ー
で
は
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
ス
ト
ラ

ッ
ク
ア
ウ
ト
、
ま
ど
か
弓
な
ど
が
行
わ
れ

ま
し
た
。 

バ
ザ
ー
で
は
、
各
区
自
慢

の
出
店
が
あ
り
、
乙
金
東
区

は
毎
年
好
評
の
「
う
ど
ん
コ

ー
ナ
ー
」
担
当
で
す
。
み
な

さ
ん
に
喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
対
抗
戦
の
表
彰
式
が
あ
り
（
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
一
般
、
シ
ニ
ア
共
に
準

優
勝
と
健
闘
さ
れ
ま
し
た
）
抽
選
会
後
に

閉
会
と
な
り
ま
し
た
。 

ス
タ
ッ
フ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ

ま
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

東
コ
ミ
担
当
体
育
部
長 

鬼
倉 

弘
人 

               

                       

                                          

                                          

<ごみ収集休み> 

11 月 21 日（木）から 

11 月 24 日（日）迄 

 

乙
金
東
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
同
好
会 

月
例
会
成
績 

◇
平
成
２５
年
１０
月
度 

（
３
ラ
ウ
ン
ド
：
敬
称
略
） 

・
優
勝 

田
中 

 

守 

（
５４
） 

・
２
位 

福
本 

和
子 

（
５６
） 

・
３
位 

井
上 

親
信 

（
５６
） 

・
４
位 

山
口 

枝
折 

（
５７
） 

・
５
位 

林
田 

朋
房 

（
５８
） 

 

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

 
 ◆

平
成
２５
年
度 

大
野
城
市
表
彰 

 

平
成
２５
年
１１
月
１０
日
（
日
）
に
、
次

ぎ
の
方
々
が
、
長
年
の
地
域
活
動
の
貢
献

に
対
し
て
、
大
野
城
市
長
よ
り
受
賞
さ
れ

ま
す
。 

 
 
 
 

（
敬
称
略
・
順
不
同
） 
 

 ◎
社
会
功
労
表
彰   

・
戸
町 

憲
太
郎
（
地
域
自
治
活
動
） 

 
 
 

・
岸
下 

弘
昭 

（
地
域
自
治
活
動
） 

・
坂
本 

克
俊 

（
地
域
自
治
活
動
） 

 

◎
地
域
活
動
奨
励
賞 

・
川
邊 

修
子 

（
地
域
自
治
活
動
） 

新
装
に
な
り
ま
し
た 

・
・
通
学
路
の
安
全
標
識
看
板
・
・ 

 

従
来
よ
り
、
乙
金
東
１
丁
目
２
番
地
の

通
学
路
に
あ
っ
た
安
全
標
識
看
板
（
巡
町

子
供
会
時
代
の
看
板
）
が
、
新
し
く
な
り

ま
し
た
。 

小
西 
茂
則
様
（
３
の
１
組
）
の
寄
贈

に
よ
り
、
新
し
く
建
て
替
え
ら
れ
、
通
学

路
の
子
ど
も
達
の
安
全
を
見
守
っ
て
い

ま
す
。
地
域
の
貢
献
に
心
か
ら
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

 

乙
金
東
区
区
長 

諌
山 

 

登 

新
し
く
な
っ
た
看
板
で
す 

■乾電池・蛍光管・体温計（水銀使用のもの）　

★事業所からの持込は出来ません

公民館に設置されている回収箱へ入れて下さい

■ゴミ出しの日 

  毎 週

  第２・第４

  第３

  第１・第３

  燃えるごみ 日曜日・水曜日

  ビン・缶 火曜日

  その他の燃えないごみ 火曜日

  ペットボトル・白色トレー 火曜日

 


